
東京ゼロエミ住宅の取組
【木造住宅編】



■会社紹介

株式会社参創ハウテック

東京都文京区大塚3-5-10-1F

従業員 40名

年間新築棟数 約10～15棟

リフォーム改修 約3億円



■木造住宅を中心に年間10～15棟の注文住宅





■東京ゼロエミ住宅の目標とメリット

・一次エネルギー消費量 30％以上を削減

東京ゼロエミ認証制度：検査機関にて審査する

1. 断熱化

2. 暖房・冷房

3. 給湯

4. 浴槽

5. 給水給湯配管

6. 水栓

7. 照明

8. 換気

9. 太陽光発電

・東京ゼロエミ住宅導入促進事業の活用

1. 抽選に当たること

2. 地域型住宅グリーン化事業・グリーン住宅ポイント制度の併用可能



■補助額の例

地域型グリーン化事業 130万円

東京ゼロエミ住宅 70万円(R2年度)

+太陽光発電(2.3kW) 23万円

合計 223万円



■R3年度 東京ゼロエミ住宅導入促進事業について

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/tokyo_zero_emission_house

補正予算による
助成事業の拡充あり



■R3年度 東京ゼロエミ住宅導入促進事業について



認証から補助金活用の流れ



補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領



補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領

■ポイント

工事請負契約を完了

建築主のネット予約及びメール送信が必要

建築主確認書類が必要 例：免許証

建築確認済をしてはいけない

交付申請





補助の抽選に応募

当選

工事請負契約

建築確認済

着工



■ポイント

建築主へメールにて当落の回答

下記のメールは次の申請に必要なので、

建築主に転送してもらう

補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領



補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領

自社の抽選結果

2期に渡って13棟15回を交付申請を行う

→12棟が当選となる



補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領

■ポイント

認証審査料 例：木造の一戸建ての住宅の場合

仕様規定

設計確認審査 30,800円

工事完了検査 33,000円

性能規定

設計確認審査 35,200円

工事完了検査 36,300円

複雑な計算が必要なし





認証を受ける















補助額は50万円+

10万円/kW×発電出力値



■ポイント

交付決定通知書発行前でも着工可能

その他建築主の本人確認書類（コピー）

住民税に係る納税証明書（原本、若しくはコピー）

補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領



補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領



屋根：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ30㎜追加

基礎：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ45㎜
→50㎜

屋根：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ120㎜
→150㎜外壁：変更なし



補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領

■ポイント

施工状況報告書

断熱材の施工写真

屋根・天井・外壁・基礎

サッシは現場で目視確認

設備機器の品番確認

エアコン・給湯器・水栓・照明

高断熱浴槽





屋根断熱



屋根断熱



外気に接する床



外壁



外壁



基礎







補助の抽選に応募

当選

認証を受ける

交付申請追加書類

着工

ゼロエミ完了検査

実績報告

補助金受領

■ポイント

補助金の振込先（建築主）

→通帳の写し

領収書は必要なし

検査済証

東京ゼロエミ住宅認証書

設計変更書類



令和3年度 第1回から第6回までの当選の方



性能規定で計算した場合

通常の断熱方法

（ゼロエミ仕様ではない）

UA値＝0.36W/㎡Ｋ

BEI＝0.6



自社の仕様から
東京ゼロエミ住宅（仕様規定）にした場合の増額金額(概算)

項目 金額 備考

高性能エアコン ¥100,000一般的なｴｱｺﾝから高性能ｴｱｺﾝへの変更

断熱強化 ¥100,000自社仕様からの場合

東京ゼロエミ認証申請費 ¥30,800仕様規定

ゼロエミ完了検査 ¥33,000仕様規定

申請事務手数料 ¥80,000認証作成申請費、補助金申請費

合計 ¥343,800



施工例





















西側道路の日射遮蔽



令和4年度 東京ゼロエミ住宅促進事業







G2レベル





削減率40％ 達成のための

一次エネルギー消費量の計算例



Y邸

木造3階建

延べ面積 112.74㎡

UA値 0.36W/㎡K

BEI 0.6（削減率40％）

充填断熱+負荷断熱

樹脂製サッシ



一次エネルギー消費量の設定は一般的に多く使われるものを採用

暖房・冷房 高性能エアコン（区分(い)）

換気 第三種換気設備

給湯 ガス潜熱回収型給湯器 エコジョーズ

水栓・配管方式・浴槽 全て省エネ型

照明 全てLED照明 調光・人感ｾﾝｻｰ有



1. 窓の熱貫流率を自己適合宣言値にて入力

2. 日よけ効果係数の算出

3. 通風を確保する措置の有無の判定シート

4. 多灯分散照明方式（主たる居室）

【削減率40％以上を確保するための検討項目】

BEI 0.63 → 0.60



1.窓の熱貫流率を自己適合宣言値にて入力

YKKap株式会社提供



1.窓の熱貫流率を自己適合宣言値にて入力



開口部の熱貫流率

窓の熱貫流率を自己適合宣言値にて入力



窓の熱貫流率を自己適合宣言値にて入力



窓の熱貫流率を自己適合宣言値にて入力



2.日よけ効果係数の算出



3.通風を確保する措置の有無の判定シート



4.多灯分散照明方式（主たる居室）

※第2編 一次エネルギー消費量算定 プログラム解説（住宅編）から抜粋

邸名 主たる居室の面積 PMRの上限

U 82.47 ㎡ 275.8 W

G 43.59 ㎡ 154.4 W

Y 48.38 ㎡ 169.3 W

H 81.96 ㎡ 274.2 W

S 66.73 ㎡ 226.7 W

Y 71.71 ㎡ 242.2 W

T 55.07 ㎡ 190.2 W

O 63.10 ㎡ 215.3 W





O邸 UA=0.5 Y邸 UA=0.36 差

暖房 23,683 28,325 83.6% 15,585 21,417 72.8% -10.8%

冷房 7,293 10,828 67.4% 5,270 8,422 62.6% -4.8%

換気 1,291 4,403 29.3% 1,250 4,264 29.3% 0.0%

給湯 17,724 24,758 71.6% 16,152 24,418 66.1% -5.4%

照明 5,168 14,959 34.5% 4,665 13,348 34.9% 0.4%

その他 21,070 21,070 100.0% 20,896 20,896 100.0% 0.0%

BEI 55,159 83,273 66.2% 42,922 71,869 59.7% -6.5%

O邸とY邸の一次エネルギー消費量の比較



O邸 UA=0.37 Y邸 UA=0.36

暖房 19,572 28,325 69.1% 15,585 21,417 72.8% 3.7%

冷房 6,582 10,828 60.8% 5,270 8,422 62.6% 1.8%

換気 1,291 4,403 29.3% 1,250 4,264 29.3% 0.0%

給湯 17,441 24,758 70.4% 16,152 24,418 66.1% -4.3%

照明 5,073 14,959 33.9% 4,665 13,348 34.9% 1.0%

その他 21,070 21,070 100.0% 20,896 20,896 100.0% 0.0%

BEI 49,959 83,273 60.0% 42,922 71,869 59.7% -0.3%

削減率40％ UA値の検証



O邸 UA=0.5 Y邸 UA=0.36

暖房 23,683 28,325 83.6% 15,585 21,417 72.8% -10.8%

冷房 7,293 10,828 67.4% 5,270 8,422 62.6% -4.8%

換気 1,291 4,403 29.3% 1,250 4,264 29.3% 0.0%

給湯 12,703 24,758 51.3% 16,152 24,418 66.1% 14.8%

照明 5,073 14,959 33.9% 4,665 13,348 34.9% 1.0%

その他 21,070 21,070 100.0% 20,896 20,896 100.0% 0.0%

BEI 50,043 83,273 60.1% 42,922 71,869 59.7% -0.4%

削減率40％ 給湯機の検証

エコジョーズ → エコキュート



令和4年度 東京ゼロエミ住宅促進事業

• 精度のある省エネ計算が必要

• 検討項目の増加から設計作業の負担が増える

• 断熱仕様・設備仕様によっては、基準を満たさないこともある

• 省エネ強化から建築主へのコストコントロールが必要


